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グリーンパークボランティア
推進事業とは？



事業の概要について

グリーンパークボランティア推進事業とは、山形
市が令和７年度から新たに取組む予定の“公園の管
理維持×緑化推進”の新規事業です。

新たにボランティア団体（グリーンパークボラン
ティア）を発足させ、公園を維持管理しながら、
さらにその公園を拠点に緑化活動を展開していく
取組みを計画しています。山形市はその取組みを
多方面から支援していきます。



グリーンパークボランティア
とは？

ボランティア活動をとおして、

特定の一つの公園(注)の管理維持

をしながら、緑化活動に取組み、

推しの公園として意識し活動すること

(注)：団体と紐づけされた指定の公園



グリーンパークボランティア

組織概要

企業・学生によるボランティア運
営事務局を設立し、アドバイザー
（有識者）からの助言をもとに活動
計画を作成。

この運営事務局を軸に、子どもや
高齢者も含めて市民から参加を募り
活動をしていく。活動は市が支援。

次年度以降は前年度の活動を参考
に活動計画を見直し、同じ公園で緑
化ボランティア活動を行う。

活動内容

特定公園内の緑化活動を行う。

花壇・プランターへの花苗の植え
付け、除草等の誰でも活動可能なも
のを取入れる。

企業等の参加により可能になれば、
樹木の手入れ等、参加者に応じた活
動を展開。

参加者の希望があれば公園を利用
して新たな活動をするのも可能。
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運営事務局会議の目的とは

次年度の活動方針を決定し、活動計画を策定する

・紐づけ公園が推しの公園となるようなビジョンを目指します。

・ビジョンをもとに、紐づけ公園について、

どのように緑化管理していくのが良いか、意見を出し合います。

・持続可能な活動をテーマに、長く続く仕組みや制度についても考えます。

・みんなが楽しく活動に参加できるような活動内容を考えます。



アドバイザーについて

【令和７年度の運営事務局発足時】

アドバイザー（有識者）

大学の教官等の高度な知識を有する方を想定。

主にコミュニティデザインや活動計画について助言を求めます。

【令和８年度のボランティア活動時】

みどりのアドバイザー

花店や造園業者等の専門の知識を有する方を想定。

主に公園での緑化活動について助言を求めます。



紐づけの公園について 旧中央公園広場



旧中央公園広場（霞城公園内）



旧中央公園広場（霞城公園内）

県美術館側カリヨン時計の方角を望む 交差点側の広場内の植栽帯



旧中央公園広場（霞城公園内）

交差点から公園内を望む 最上義光歴史館正面から公園通りを望む



旧中央公園広場（霞城公園内）

市営駐車場側から見た歩道沿い植栽帯 交差点側から見た歩道沿い植栽帯



事業スケジュール



旧中央公園広場（霞城公園内）
のスケジュール

・令和７年度
運営事務局設立～団体発足

・令和８年度
ボランティア活動開始

・令和９年度以降～
ボランティア活動を継続



令和７年度
運営事務局設立～団体発足

R7.６月

R7.１２月

R8.２月

R8.３月

１ 企業・学生への依頼とアドバイザー（有識者）の選任

２ 運営事務局の設立

３ 事務局会議の開催（５回程度）

４ 令和８年度活動計画の策定

５ 市民への周知開始（広報やまがた・ＨＰ・ＳＮＳ等）

６ 会員募集開始・受付

７ 入会希望者の取りまとめ

８ ボランティア団体発足


